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Amを分離して核変換により処分することが容易になり、Cmだけをガラス固化体として中間貯蔵することがで
きるため、長期的な毒性や発熱量を下げることができ、高レベル放射性廃液処理のプロセス設計が容易に
なり、経済性を向上させることができる。

技術的特長

本発明のニトリロトリアセトアミドは、化学的に安定で、硝酸およびｎ－ドデカンに十分な可溶性を有し、アク
チノイドとの親和性が高く、高レベル放射性廃液からアクチノイドを抽出分離する抽出分離剤として用いるこ
とができる。

発明の効果

高レベル放射性廃液処理する分野で活用される

(1) 高レベル放射性廃液処理施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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実施例として、0.2M硝酸（水相）と0.5MのNTA（ニトリロト
リアセト）アミド-オクチル（C8）

（有機相）による溶媒抽出の後TEDGAによる逆抽出を行
った場合のAmとCmとの分配比並びにCmに対するAmの
分離比を求めた。結果を

【表１】に示す。

TEDGAを添加しない場合には、AmとCmとの分配比Dが
共に61以上であり、分離比SFが2未満と相互分離ができ
なかった。またTEDGA濃度が20mMと高濃度になっても
AmとCmとの分配比が共に0.3未満であり、分離比SFが４
未満と相互分離が難しいことがわかる。TEDGA濃度が2
～10mMの範囲で、Amの分配比D(Am)が１以上、Cmの分
配比D(Cm)が１未満、分離比SFが４以上と、相互分離が
可能であることがわかる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

ランタノイドとアクチノイドの分離には、種々の方法が研
究されているが、二次廃棄物を発生させる高レベル廃液
の再処理や各種分離のプロセス条件で利用しにくいとい
う課題がある。

また、AmとCmの分離では、クロマト分離法や
Am(III)をAm(VI)に変えて溶媒抽出する方法が研究されて
いるが、前者は処理が煩雑であり、後者は酸化剤が必要
となり二次廃棄物を発生させるため、高レベル廃液の処
理には適切でない。

従来の問題点
【表１】
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【図１】

（注）TEDGA；テトラエチルジグリコールアミド
（注）NTAｱﾐﾄﾞ；ニトリロトリアセトアミド

N(CH2CONR2)3 ・・・ 式

式中、Rは炭素数6～12のアルキル基で表されるニトリロトリアセトアミド（以下「NTAアミド」
と略すこともある）。 上記式中、アルキル基は、ヘキシル基、オクチル基、デシル基、ドデ
シル基、エチルヘキシル基から選択されることが好ましい。
（【図１】例）


